
(57)【要約】

【課題】転がり軸受の内部に配置された潤滑剤が転がり

軸受の外部へ飛散することを防止可能な転がり軸受を提

供する。

【解決手段】内径面１２に外輪側転動体転動溝１４を有

するとともに外径面１６がハウジング２に取り付けられ

ている外輪１０と、外径面２２に内輪側転動体転動溝２

４を有するとともに内径面２６が固定軸６に固定されて

いる内輪２０と、外輪側転動体転動溝１４と内輪側転動

体転動溝２４との間に転動自在に装填される複数の転動

体３０と、を備えた転がり軸受１において、外輪１０と

内輪２０との間に形成される空隙部内に、導電性ととも

に低発塵性を有し、且つ高い粘度を有する潤滑剤４０を

配置する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 径 面 に 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 を 有 す る 外 輪 と 、 外 径 面 に 前 記 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 と 対 向
す る 内 輪 側 転 動 体 転 動 溝 を 有 す る 内 輪 と 、 前 記 両 転 動 体 転 動 溝 間 に 転 動 自 在 に 装 填 さ れ る
複 数 の 転 動 体 と 、 前 記 外 輪 と 内 輪 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 内 に 配 置 さ れ る 潤 滑 剤 と 、 を
備 え た 転 が り 軸 受 に お い て 、
　 前 記 潤 滑 剤 は 、 導 電 性 を 有 す る 潤 滑 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る 転 が り 軸 受 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 空 隙 部 は 、 前 記 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 と 前 記 転 動 体 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 及 び 前
記 内 輪 側 転 動 体 転 動 溝 と 転 動 体 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 し た 転 が り 軸 受 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 転 が り 軸 受 は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の ス イ ン グ ア ー ム ピ ボ ッ ト に 用 い ら れ る ス
イ ン グ ア ー ム 用 転 が り 軸 受 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 し た 転 が り 軸
受 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の ス イ ン グ ア ー ム ピ ボ ッ ト に 用 い ら れ る ス
イ ン グ ア ー ム 用 転 が り 軸 受 の よ う に 、 高 速 で 微 小 揺 動 す る 部 位 に 使 用 さ れ る 転 が り 軸 受 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 例 え ば 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の ス イ ン グ ア ー ム ピ ボ ッ ト に 用 い ら れ る ス
イ ン グ ア ー ム 用 転 が り 軸 受 と し て は 、 互 い の 対 向 す る 面 に 転 動 体 転 動 溝 を 有 す る 外 輪 及 び
内 輪 と 、 こ れ ら の 外 輪 及 び 内 輪 が 有 す る 両 転 動 体 転 動 溝 間 に 転 動 自 在 に 装 填 さ れ る 複 数 の
転 動 体 を 備 え た も の が あ る 。 外 輪 の 外 径 面 に は 回 転 体 と し て の ハ ウ ジ ン グ が 嵌 合 さ れ て お
り 、 内 輪 の 内 径 面 に は 固 定 軸 が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ の 外 径 面 に は ス イ ン グ ア
ー ム が 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 上 述 し た 転 が り 軸 受 の 内 部 に は 、 転 が り 軸 受 の 円 滑 な 作 動 及 び 長 寿 命 化 を 可 能 と
す る た め に 、 例 え ば 、 グ リ ー ス 等 の 高 い 粘 度 を 有 す る 潤 滑 剤 が 配 置 さ れ て い る 。 転 が り 軸
受 の 内 部 に 配 置 さ れ る 潤 滑 剤 と し て は 、 例 え ば 、 合 成 炭 化 水 素 基 油 及 び ウ レ ア 系 増 ち ょ う
剤 を 用 い た 潤 滑 剤 等 の 、 導 電 性 を 有 し て い な い 潤 滑 剤 が 用 い ら れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 の 転 が り 軸 受 で は 、 転 が り 軸 受 の 作 動 時 に 揺 動 が 生 じ 、 こ
の 揺 動 に 起 因 し て 生 じ る 摩 擦 に よ っ て 、 転 が り 軸 受 の 内 部 に 配 置 さ れ て い る 潤 滑 剤 が 帯 電
し て 微 小 粒 子 と な り 、 転 が り 軸 受 の 内 部 か ら 転 が り 軸 受 の 外 部 へ 飛 散 し て し ま う 場 合 が あ
る 。 微 小 粒 子 と な っ た 潤 滑 剤 が 転 が り 軸 受 の 外 部 へ 飛 散 す る と 、 転 が り 軸 受 の 外 部 に 配 置
さ れ た 磁 気 デ ィ ス ク 等 に 致 命 的 な 悪 影 響 を 与 え 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の 機 能 が 低 下 す
る お そ れ が あ る 。
　 本 発 明 は 、 上 記 の よ う な 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 転 が り 軸 受 の 内 部 に 配 置 さ
れ た 潤 滑 剤 が 帯 電 し て 微 小 粒 子 と な る こ と を 防 止 し て 、 潤 滑 剤 が 転 が り 軸 受 の 外 部 へ 飛 散
す る こ と を 防 止 可 能 な 転 が り 軸 受 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の う ち 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 は 、 内 径 面 に 外 輪
側 転 動 体 転 動 溝 を 有 す る 外 輪 と 、 外 径 面 に 前 記 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 と 対 向 す る 内 輪 側 転 動
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体 転 動 溝 を 有 す る 内 輪 と 、 前 記 両 転 動 体 転 動 溝 間 に 転 動 自 在 に 装 填 さ れ る 複 数 の 転 動 体 と
、 前 記 外 輪 と 内 輪 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 内 に 配 置 さ れ る 潤 滑 剤 と 、 を 備 え た 転 が り 軸
受 に お い て 、
　 前 記 潤 滑 剤 は 、 導 電 性 を 有 す る 潤 滑 剤 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 本 発 明 に よ る と 、 外 輪 と 内 輪 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 内 に 配 置 さ れ る 潤 滑 剤 が 、 導 電
性 を 有 す る 潤 滑 剤 で あ る た め 、 外 輪 及 び 内 輪 を 、 導 電 状 態 と す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の
た め 、 転 が り 軸 受 の 作 動 時 に 揺 動 が 生 じ て も 、 こ の 揺 動 に 起 因 し て 生 じ る 摩 擦 に よ っ て 、
潤 滑 剤 が 帯 電 す る こ と を 防 止 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 次 に 、 請 求 項 ２ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 し た 発 明 で あ っ て 、 前 記 空 隙 部 は 、
前 記 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 と 前 記 転 動 体 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 及 び 前 記 内 輪 側 転 動 体 転
動 溝 と 転 動 体 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 本 発 明 に よ る と 、 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 と 転 動 体 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 内 と 、 内 輪 側
転 動 体 転 動 溝 と 転 動 体 と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 内 の 両 方 に 配 置 さ れ る 潤 滑 剤 が 、 導 電 性
を 有 す る 潤 滑 剤 で あ る た め 、 外 輪 、 内 輪 及 び 転 動 体 を 、 導 電 状 態 と す る こ と が 可 能 と な る
。 こ の た め 、 転 が り 軸 受 の 作 動 時 に 揺 動 が 生 じ て も 、 こ の 揺 動 に 起 因 し て 生 じ る 摩 擦 に よ
っ て 、 潤 滑 剤 が 帯 電 す る こ と を 防 止 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 請 求 項 ３ に 記 載 し た 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 し た 発 明 で あ っ て 、 前 記 転
が り 軸 受 は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の ス イ ン グ ア ー ム ピ ボ ッ ト に 用 い ら れ る ス イ ン グ ア
ー ム 用 転 が り 軸 受 で あ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 本 発 明 に よ る と 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の ス イ ン グ ア ー ム ピ ボ ッ ト に 用 い ら れ る ス イ
ン グ ア ー ム 用 転 が り 軸 受 の 内 部 か ら 、 こ の 転 が り 軸 受 の 外 部 へ 潤 滑 剤 が 飛 散 す る こ と を 防
止 可 能 と な る た め 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の 機 能 が 低 下 す る こ と を 防 止 可 能 と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 転 が り 軸 受 の 内 部 に 配 置 さ れ た 潤 滑 剤 が 帯 電 し て 微 小 粒 子 と な る こ と
を 防 止 し て 、 潤 滑 剤 が 転 が り 軸 受 の 外 部 へ 飛 散 す る こ と を 防 止 可 能 と な る た め 、 転 が り 軸
受 が 用 い ら れ る 電 子 機 器 等 の 機 能 低 下 を 防 止 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 １ 及 び 図 ２ を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 の 構 成 を 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 形 態
の 一 例 で あ る ス イ ン グ ア ー ム 用 転 が り 軸 受 （ 以 下 、 「 転 が り 軸 受 」 と 記 載 す る ） を 説 明 す
る た め の 断 面 図 、 図 ２ は 転 が り 軸 受 を 図 １ 中 に 示 す 矢 印 Ａ の 方 向 か ら 見 た 矢 視 図 で あ る 。
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 転 が り 軸 受 と し て 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の ス イ ン グ ア ー ム ピ
ボ ッ ト に 用 い ら れ る ス イ ン グ ア ー ム 用 転 が り 軸 受 を 例 に あ げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ は 、 外 輪 １ ０ と 、 内 輪 ２ ０ と 、
複 数 の 転 動 体 ３ ０ と か ら 構 成 さ れ る 。 な お 、 図 １ で は 、 転 が り 軸 受 １ を 二 つ 備 え た ス イ ン
グ ア ー ム ピ ボ ッ ト を 示 し て い る が 、 転 が り 軸 受 １ の 数 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い
。
　 外 輪 １ ０ は 、 内 径 面 １ ２ に 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 １ ４ を 有 し て お り 、 外 径 面 １ ６ が 回 転 体
と し て の ハ ウ ジ ン グ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 外 輪 １ ０ の 内 径 面 １ ２ に は 、 環 状 に 形 成 さ
れ た シ ー ル 部 材 ８ が 、 全 周 に 亘 っ て 取 り 付 け ら れ て い る 。 ま た 、 シ ー ル 部 材 ８ は 、 導 電 性
を 有 す る 樹 脂 材 料 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 ハ ウ ジ ン グ ２ の 外 径 面 は 、 ス イ ン グ ア ー ム ４
の 内 径 面 に 固 定 さ れ て い る 。
　 内 輪 ２ ０ は 、 外 径 面 ２ ２ に 内 輪 側 転 動 体 転 動 溝 ２ ４ を 有 し て お り 、 内 径 面 ２ ６ が 固 定 軸
６ に 固 定 さ れ て い る 。 固 定 軸 ６ は 、 図 外 の 筐 体 に 固 定 さ れ て お り 、 こ の 筐 体 を 介 し て 接 地
さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 外 輪 １ ０ と 内 輪 ２ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 内 の う ち 、 シ ー ル 部 材 ８ よ り も 転
動 体 ３ ０ 側 の 部 分 に は 、 グ リ ー ス 等 の 高 い 粘 度 を 有 す る 潤 滑 剤 ４ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 こ
こ で 、 外 輪 １ ０ と 内 輪 ２ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 と は 、 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 １ ４ と 転
動 体 ３ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 と 、 内 輪 側 転 動 体 転 動 溝 ２ ４ と 転 動 体 ３ ０ と の 間 に 形
成 さ れ る 空 隙 部 の 両 方 を 含 ん で い る 。 潤 滑 剤 ４ ０ と し て は 、 例 え ば 、 体 積 固 有 抵 抗 値 が １
０ 8 Ω ｃ ｍ （ ２ ５ ° Ｃ ） 以 下 の 、 導 電 性 を 有 す る 潤 滑 剤 を 用 い る 。 こ の よ う な 導 電 性 を 有
す る 潤 滑 剤 は 、 低 蒸 発 性 で あ る フ ッ 素 油 や 合 成 油 に 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク や カ ー ボ ン ナ ノ チ
ュ ー ブ 等 の 固 体 系 導 電 剤 を 添 加 し た も の 、 あ る い は 、 界 面 活 性 剤 等 の 液 状 系 ・ 溶 解 系 の 導
電 剤 を 添 加 す る こ と に よ り 得 ら れ る 。 ま た 、 エ ス テ ル 油 や ポ リ グ リ コ ー ル 油 等 の 、 元 々 体
積 固 有 抵 抗 が 低 い 油 よ り 、 低 蒸 発 性 の も の を 選 択 し て 使 用 す る こ と も で き る 。 ま た 、 潤 滑
剤 ４ ０ は 、 導 電 性 と と も に 低 蒸 発 性 を 有 し て い る こ と が 好 ま し い 。 潤 滑 剤 ４ ０ の 量 は 、 シ
ー ル 部 材 ８ と 内 輪 ２ ０ と の 隙 間 か ら 漏 出 し な い 程 度 の 量 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 転 動 体 ３ ０ は 、 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 １ ４ と 内 輪 側 転 動 体 転 動 溝 ２ ４ と の 間 に 転 動 自 在
に 装 填 さ れ て お り 、 鋼 球 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 各 転 動 体 ３ ０ は 、 金 属 製 の 保 持 器 ５ ０
に よ っ て 互 い に 間 隔 を 空 け て 保 持 さ れ て い る 。 ま た 、 特 に 図 示 し て い な い が 、 転 動 体 ３ ０
と 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 １ ４ と の 間 及 び 転 動 体 ３ ０ と 内 輪 側 転 動 体 転 動 溝 ２ ４ と の 間 に は 、
潤 滑 剤 ４ ０ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 の 転 動 体 ３ ０ （ 本 実 施 形 態 の 場 合 は ６ 個 ） は 、 保 持 器 ５
０ が 有 す る 複 数 箇 所 （ 本 実 施 形 態 の 場 合 は ６ 箇 所 ） の 転 動 体 保 持 部 ５ ２ に 、 等 間 隔 に 保 持
さ れ て い る 。 こ の 転 動 体 ３ ０ を 保 持 し て い る 転 動 体 保 持 部 ５ ２ の 間 の 保 持 器 ５ ０ 上 に 、 潤
滑 剤 ４ ０ が 配 置 さ れ て い る 。 潤 滑 剤 ４ ０ が グ リ ー ス で あ る 場 合 に は 、 離 油 し た 基 油 分 に よ
り 潤 滑 が な さ れ る 。 な お 、 図 ２ 中 で は 、 説 明 の た め に 、 シ ー ル 部 材 ８ 、 ハ ウ ジ ン グ ２ 、 ス
イ ン グ ア ー ム ４ 、 転 動 体 保 持 部 ５ ２ に 配 置 さ れ て い る も の 以 外 の 潤 滑 剤 ４ ０ の 図 示 を 省 略
し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 上 記 の 構 成 を 備 え た 転 が り 軸 受 １ の 作 用 ・ 効 果 等 を 説 明 す る 。
　 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の 作 動 時 に ス イ ン グ ア ー ム ４ が 回 転 す る と 、 転 が り 軸 受 １ に 揺
動 が 生 じ 、 こ の 揺 動 に 起 因 し て 、 潤 滑 剤 ４ ０ が 、 外 輪 １ ０ 、 内 輪 ２ ０ 、 転 動 体 ３ ０ 及 び 保
持 器 ５ ０ 等 の 、 転 が り 軸 受 １ の 構 成 部 材 や 、 転 が り 軸 受 １ 周 辺 の 空 気 に 対 し て 摩 擦 を 生 じ
る 。 こ の と き 、 潤 滑 剤 ４ ０ は 導 電 性 を 有 す る 潤 滑 剤 で あ る た め 、 外 輪 １ ０ 、 内 輪 ２ ０ 及 び
転 動 体 ３ ０ は 導 電 状 態 で あ り 、 潤 滑 剤 ４ ０ が 帯 電 す る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で あ れ ば 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の 作 動 時 に
転 が り 軸 受 １ に 揺 動 が 生 じ て も 、 こ の 揺 動 に 起 因 す る 摩 擦 に よ っ て 潤 滑 剤 ４ ０ が 帯 電 す る
こ と が 防 止 さ れ る 。 そ の 結 果 、 潤 滑 剤 ４ ０ が 微 小 粒 子 と な っ て 転 が り 軸 受 １ の 外 部 に 飛 散
す る こ と が 防 止 さ れ 、 潤 滑 剤 ４ ０ が 、 転 が り 軸 受 １ の 外 部 に 配 置 さ れ た 磁 気 デ ィ ス ク 等 に
悪 影 響 を 与 え る こ と が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で あ れ ば 、 回 転 軸 ６ が 筐 体 を 介 し て 接 地 さ れ て い る た
め 、 内 輪 ２ ０ が 接 地 状 態 と な り 、 潤 滑 剤 ４ ０ に よ っ て 転 が り 軸 受 １ 全 体 が 接 地 状 態 と な る
。 そ の 結 果 、 転 が り 軸 受 １ の 使 用 時 に 静 電 気 が 生 じ て も 、 こ の 静 電 気 は 即 座 に 除 去 さ れ 、
転 が り 軸 受 １ の 外 部 に 配 置 さ れ た 磁 気 デ ィ ス ク 等 に 悪 影 響 を 与 え る こ と が 防 止 さ れ る 。
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ は 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の ス イ ン グ ア ー ム ピ ボ
ッ ト に 用 い ら れ る ス イ ン グ ア ー ム 転 が り 軸 受 で あ る た め 、 転 が り 軸 受 １ の 外 部 へ 潤 滑 剤 ４
０ が 飛 散 す る こ と を 防 止 可 能 で あ り 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の 機 能 が 低 下 す る こ と を 防
止 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-139089 A 2007.6.7



　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で あ れ ば 、 シ ー ル 部 材 ８ が 、 導 電 性 を 有 す る 樹 脂 材 料
に よ っ て 形 成 さ れ て い る た め 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の 作 動 時 に 転 が り 軸 受 １ に 揺 動 が
生 じ て も 、 こ の 揺 動 に よ っ て 転 が り 軸 受 １ が 帯 電 す る こ と が 更 に 防 止 さ れ る 。
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で は 、 潤 滑 剤 ４ ０ を 、 グ リ ー ス 等 の 高 い 粘 度 を 有 す る
潤 滑 剤 と し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 潤 滑 剤 ４ ０ を 、 潤 滑 油 の よ う な 粘
度 の 低 い 潤 滑 剤 と し て も よ い 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で は 、 潤 滑 剤 ４ ０ を 、 導 電 性 と と も に 低 蒸 発 性 を 有 し
て い る 潤 滑 剤 と し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 潤 滑 剤 ４ ０ を 、 低 発 塵 性 を 有 し
て い る 潤 滑 剤 と し て も よ い 。 す な わ ち 、 潤 滑 剤 ４ ０ は 、 導 電 性 を 有 し て い る 潤 滑 剤 で あ れ
ば よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で は 、 外 輪 １ ０ と 内 輪 ２ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙
部 を 、 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝 １ ４ と 転 動 体 ３ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 と 、 内 輪 側 転 動 体
転 動 溝 ２ ４ と 転 動 体 ３ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 の 両 方 を 含 ん で い る 構 成 と し た が 、 こ
れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 外 輪 １ ０ と 内 輪 ２ ０ が 、 潤 滑 剤 ４ ０ を 介 し て 導
電 状 態 と な る よ う に 、 外 輪 １ ０ と 内 輪 ２ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 内 に 潤 滑 剤 ４ ０ が 配
置 さ れ て い れ ば よ い 。 し か し な が ら 、 転 が り 軸 受 １ の 円 滑 な 動 作 を 可 能 と す る た め に 、 外
輪 側 転 動 体 転 動 溝 １ ４ と 転 動 体 ３ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 と 、 内 輪 側 転 動 体 転 動 溝 ２
４ と 転 動 体 ３ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 部 の 両 方 に 、 潤 滑 剤 ４ ０ を 配 置 す る こ と が 好 適 で
あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で は 、 転 動 体 ３ ０ を 鋼 球 に よ っ て 形 成 し て お り 、 転 が
り 軸 受 １ を 玉 軸 受 と し て い る が 、 転 が り 軸 受 １ の 構 成 は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い
。 す な わ ち 、 例 え ば 、 転 動 体 ３ ０ を 円 筒 こ ろ に よ っ て 形 成 し て 、 転 が り 軸 受 １ を 円 筒 こ ろ
軸 受 と し て も よ い 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で は 、 保 持 器 ５ ０ を 金 属 製 と し て い る が 、 こ れ に 限 定
さ れ る も の で は な く 、 保 持 器 ５ ０ を プ ラ ス チ ッ ク 製 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で は 、 回 転 軸 ６ を 、 筐 体 を 介 し て 接 地 し て い る が 、 こ
れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ハ ウ ジ ン グ ２ を 、 筐 体 を 介 し て 接 地 し て も よ い 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で は 、 外 輪 １ ０ の 内 径 面 １ ２ に シ ー ル 部 材 ８ を 取 り 付
け た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 内 輪 ２ ０ の 外 径 面 ２ ４ に シ ー ル 部 材 ８ を 取 り 付
け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で は 、 シ ー ル 部 材 ８ を 、 導 電 性 を 有 す る 樹 脂 材 料 に よ
っ て 形 成 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 シ ー ル 部 材 ８ を 、 導 電 性 を 有 し て い い
な い 樹 脂 材 料 に よ っ て 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 シ ー ル 部 材 ８ を 、 樹 脂 材 料 以 外 の 材 料 、 例
え ば 、 金 属 に よ っ て 形 成 と し て も よ い 。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ は 、 シ ー ル 部 材 ８ を 備 え た 構 成 と し た が 、 こ れ に 限 定
さ れ る も の で は な く 、 シ ー ル 部 材 ８ の 代 わ り に 、 金 属 製 の シ ー ル ド を 備 え た 構 成 と し て も
よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 の 転 が り 軸 受 １ で は 、 潤 滑 剤 ４ ０ を 、 外 輪 １ ０ と 内 輪 ２ ０ と の 間 に 形
成 さ れ る 空 隙 部 内 の う ち 、 シ ー ル 部 材 ８ よ り も 転 動 体 ３ ０ 側 の 部 分 に 配 置 し た が 、 こ れ に
限 定 さ れ る も の で は な い 。 す な わ ち 、 図 １ 中 に 示 す よ う に 、 シ ー ル 部 材 ８ と 内 輪 ２ ０ の 外
径 面 ２ ４ と の 間 に 形 成 さ れ る 隙 間 Ｐ に 潤 滑 剤 ４ ０ を 配 置 し て 、 内 輪 ２ ０ の 外 径 面 ２ ４ と シ
ー ル 部 材 ８ と を 潤 滑 剤 ４ ０ を 介 し て 接 触 さ せ て も よ い 。 こ の 場 合 、 シ ー ル 部 材 ８ は 、 導 電
性 を 有 す る 樹 脂 材 料 で 形 成 す る 。 こ の よ う な 構 成 と す る こ と に よ り 、 転 動 体 ３ ０ を 介 さ ず
と も 、 潤 滑 剤 ４ ０ 及 び シ ー ル 部 材 ８ に よ っ て 、 外 輪 １ ０ と 内 輪 ２ ０ が 導 電 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 転 が り 軸 受 １ を 、 ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ の ス イ ン グ ア ー ム ピ
ボ ッ ト に 用 い ら れ る ス イ ン グ ア ー ム 転 が り 軸 受 と し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 例 え ば 、 複 写 機 等 の 事 務 機 器 に 備 え ら れ た 紙 送 り 機 構 や 、 電 機 洗 濯 機 等 に 用 い ら れ る 転
が り 軸 受 １ と し て も よ い 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 転 が り 軸 受 １ は 、 作 動 時 に 揺 動 が 生 じ 、 こ
の 揺 動 に 起 因 し て 生 じ る 摩 擦 よ っ て 、 潤 滑 剤 ４ ０ が 帯 電 す る 可 能 性 の あ る 転 が り 軸 受 に 適
用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 転 が り 軸 受 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 矢 印 Ａ の 方 向 か ら 見 た 矢 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 １ 　 　 転 が り 軸 受
　 ２ 　 　 ハ ウ ジ ン グ
　 ４ 　 　 ス イ ン グ ア ー ム
　 ６ 　 　 固 定 軸
　 ８ 　 　 シ ー ル 部 材
　 １ ０ 　 外 輪
　 １ ２ 　 内 径 面
　 １ ４ 　 外 輪 側 転 動 体 転 動 溝
　 １ ６ 　 外 径 面
　 ２ ０ 　 内 輪
　 ２ ２ 　 外 径 面
　 ２ ４ 　 内 輪 側 転 動 体 転 動 溝
　 ２ ６ 　 内 径 面
　 ３ ０ 　 転 動 体
　 ４ ０ 　 潤 滑 剤
　 ５ ０ 　 保 持 器
　 ５ ２ 　 転 動 体 保 持 部
　 Ｐ 　 　 シ ー ル 部 材 と 内 輪 と の 間 に 形 成 さ れ る 隙 間
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】
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